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「カリプ島の月」にふ、ける海の支配

伊藤ゆかり

ユージン・オニールがシリーズ S.S.Glencairn中の 1篇として書いた

The Moon of the Caribbeesは非常に興味深い作品である。 1917年という

初期に書かれながら，同時期の一幕物よりもむしろ後期の Hughieと似た

印象を与える。その印象の原因は第一に C

筋らしい筋の欠如であることは言うまでもなし、1)。 また LeonardChab-

roweのように“ themood creation”に共通性をみつけることも出来よ

う2）。だが，筋らしい筋がないとは何を示しているのか，そして Caribbees 

の中に作り出された雰囲気とはどのような雰閤気なのか等について考えつ

つ， Caribbeesを論じたい。初めに， Caribbeesにおいて非常に重要な意味

を持つ海が，オニールの他の戯曲の中でどのように描かれているのか見て

いこうと，思う。
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オニールは， 20代の頃，約2年にわたる船員生活を送り，その経験は，

直接的には，最初の上演作品 BoundEast for Cardiffをはじめとする初

期の海洋劇に実を結んだ。それだけでなく後期に至るまで少なからぬ作品

で，海が舞台となる場面があったり重要な意味を持っていることを考える

と，海での生活がオニールの劇作に多大な影響を与えたことは明らかであ

る。例えば，彼が唯一脚色した作品は TheAncient Marinerであり，一

時期構想していた自伝的作品の題は“ TheSea司 Mother’sSon”となる筈

だった。また，海が何の重要性も持たない TheIceman Comethの中にさ

え海の存在をかいま見ることができる。 JimmyTomorrowは波止場で投



身自殺を試みるし， Larryは“ What’sit matter if the truth is that their 

favoring breeze has the stink of nickel whiskey on its breath, and their 

sea is a growler of lager and ale, and their ships are long since looted 

and scuttled and sunk on the bottom ？”と言い，船と海を用いて登場人

物達の幻想、と現実を巧みに表現するのである3）。これらの例をみていくと，

オニールの戯曲における海という存在の大きさについて考えずにはいられ

ない。

なぜ短い船員生活が劇作家としてのオニールに重要な意味を持ち得たか

という問題について，明確な解答は出し難い。だが，定職がなく，また義

務的な結婚をして間もなくという海に出る前のオニールの状態、を考える

と，海上での経験はそれ以前の生活からの解放であったことは容易に想像

できる。勿論親しんでいたロンドンやコンラッドの小説の影響もあろう

が，それ以上に Gelbの指摘のように航海に出ることは息を詰まらせるよ

うな状況からの脱出となったと言えよう 4）。現実の船員生活は当然厳しい

ものであったことは，彼の戯曲の中で表現されている。それでもその生活

には放浪する自由，ひとりになる機会等があって，オニールが必要とした

ものだったのだという NormandBerlinの言葉にはうなづけるものがあ

る5）。船員生活が一生のうち僅かな期間であっても，オニールにとって貴

重な経験であり，その思い出は彼に生涯つきまとって多くの作品に痕跡を

残す結果となったと推測できるのである。

更に海は，オニールの実生活上重要だ、っただけでなく，戯曲の背景とし

て非常に大きな効果をあげ得ると考えられる。海という大自然を舞台上に

表現する際光と音を駆使する必要があろう。室内より直接的に天候の変化

の影響を受ける海上での照りつける太陽，月光，たちこめる霧を表現した

れ風や波の音を表現することは，劇作家にとって魅力的な課題と思われ

る。音に関しては，自然を表現する音だけでなく，汽笛や時鐘，霧笛など

のいわば人工的な音や TheMoon of the Caribbeesにも使われる水夫達の

唄もあり，いずれもが戯曲の中で様々な効果をあげる可能性を持ってい

る。オニールがどう用いたか例を挙げれば， Wherethe Cross Is Madeで
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は，室内を舞台としながら光の変化によってそこを海底のようにしてしま

う。つまり，灯りの消えた部屋にさし込む月光が，波のようにリズミカル

に揺れる濃い緑色の光となった時，我々は深海を目のあたりにするのであ

る。そして光以上にオニールの作品により深い味わいを与えているのが

音，特に霧笛である。室内劇であろうと戯曲の内容と海との関係が浅く思

えようと，霧笛は身近な海の存在を知らせる。最も効果的に用いられてい

るのが LongDay’s Journey into Nightで，戯曲の最初では台詞が示し，

進むに従っては実際にきこえる霧笛が海を意識させ，それ故 Edmundの

海に関する長台詞は尚更印象深く感じられる。また唄が巧みに用いられて

いる例として 1WourningBecomes Electraがすぐ思い浮かぶ。この長大な

戯曲で波止場を背景とするのは第2部第4幕のみにすぎないが，そこで唄

われる水夫の唄“ Shenandoah”が，幕開きに始まって最後の幕に至るま

で何回か登場することによって，戯曲全体と海を強く結びつける。殊に最

後の幕で唄われる時，登場人物達の南の海へのあこがれじその思いは断

念せざるを得ないという事とが想起され，作品の力をより増す結果とな

る。

このように海がオエールにとって実生活の上でも劇作の上でも無視でき

ない位置を占めている以上，戯曲の中で様々な海の描かれ方をみることが

できる。 JohnHenry Raleighが，オニールの作品において海は全てを意

味すると述べたのも当然と思える程である6）。海はあこがれの対象として，

美しいものとして描かれるかと思えば，逃れたくて仕方のない場所，人間

に敵意を持っている存在として描かれる。だがそのような多様性は，オニ

ールの戯曲の中の海が，現実に水夫達が生活する場であり，同時に人間を

はるかに越える存在でもある故に，必然的なものなのかも知れない。現実

の生活の場所であるために登場人物は愛しもすれば厭いもし，また超越的

な存在であるからこそ引きつけてやまないものにも威圧的なものにも感じ

られるのであろう。そしてひとつの作品において，その海のどちらの面も

描かれている場合が多く，従って海は複雑な姿を示すのである。至福を感

じる場所として海が描かれている journey においてさえ， ちらりとだが
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Edmundは海での労働の苦しさをしのばせる台詞を述べ，生活の場とい

う海の一面は忘れられていない。

海の多様な描かれ方をみるのに AnnaChristieは適当な作品だろう。海

は第一に生活の場である。 Annaはその生活の場としての海を初め嫌い，

汚いはしけなどには住めないと言う。それに対して Chrisは，“ Yousee 

many tangs you don’t see before. You gat moonlight at night, maybe; 

see steamer pass ; see schooner make sail-see everytang dat’s pooty.” 

(Plays, I, p. 23）と海の生活の良さを説いて， Annaの心を動かす。けれど

も， Annaがはしけ生活を好きになわ更に超越的存在としての海が自分

を浄めてくれると思うようになると，父親は，「船乗りは給料を手に入れ

ては酔って，金を盗まれ，また航海に出るだけだ」と，船員生活の悪い点

を並びたてる。 Chrisにとって超越的な海は決して神ではなく‘oledavil’ 

であって，魅せられではならない存在なのである。 このように Anna

Christieにおいて，我々はひとりの登場人物の心の中に様々な意味を持つ

海を見つけることができる。海洋劇ではない Beyondthe Horizonも海に

対する登場人物それぞれの思いを示している。言うまでもなく作品の核と

なっているのは，美や神秘のある所として海にあこがれる Robertの思い

である。死ぬまで彼にとって航海に出ることは幸福を意味していた。それ

とは対照的なのが船員生活に向けられる Andrewの嫌悪で， Robertにと

ってはおそらく冒険を意味する航海中の嵐について，「その場に居たら海

の美などという考えは吹きとぶだろう」 と言い， 「二度と船には乗りたく

ない」と生活の場としての海のつまらなさを表現する。この両者のみなら

単純な対照となる所だが，兄弟の伯父である船長 DickScottは海に対す

る別の考え方を口にする。恋に破れて船員になろうと決心した Andrew

に彼が，“Thesea’s the place for a young feller like you that isn’t half 

dead 'n' alive.”（Plays, I, p. 109）と噛く時，海について少し違った見方

が示されるのである。

海が否定的にも肯定的にも描かれている事は間違いない。だ、が，陸と比

較するとオニールの作品の中で海は肯定的に捉えられるように思われる。
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確かに BoundEast for Cardiffゃ TheLong Voyage Homeが如実に示

すように，陸地は船乗り達が求めてやまない故郷であり，海がしばしばそ

うであると同様に憧れの場所である。その意味では陸は登場人物を引きつ

ける存在として描かれているかも知れない。しかし，陸地すなわち具体的

には森，通り，室内，家の近く等に舞台設定を置いた場合，それらの背景

にはほとんど常に人間を閉じ込め，押しつぶすような印象が伴うのであ

る。 TheEmperor Jonesにおける森は主人公を追い込んで、いくように感じ

られる。 Hughieの舞台上には表されない街は，音によってフロント係の

心に暴力や破壊を連想させ，息苦しい程の沈黙によって耐え難い恐怖を引

き起こす。最も陰欝な印象を与えるのは言うまでもなく家である。愛や幸

福を断念して Laviniaが自らを閉じ込める MourningBecomes Electraの

屋敷にしろ，狂気の世界を選ぶことだと知りつつ Deborahが入って行く

More Stately Mansionsの別荘にしろ，オニールの作品に登場する家は死

や孤独を象徴する場合が多い。 Bigsbyが書いているように，墓石の様相

を示しているのである7）。先に述べた水夫らの夢の対象としての陸でさえ，

彼らの夢は実現され得ない以上，より大きな苦痛の原因にしかならないと

考えると，陸地の暗い面と無縁ではないように思える。

海は，陸地を舞台とした時表現される圧迫感や閉塞感から陸よりもいく

らか自由に感じられる。勿論海上であっても Cardiffゃ Inthe Zoneに

明確に著れているように，船室を舞台とすれば圧迫するような閉じ込める

ような印象はまぬがれ得ない。船は海に沈んで巨大な棺となる可能性を持

っている事を考えると，尚更閉塞感が強くなる。しかしながら，船を棺に

するかも知れない海は，船の外に広がっていることで同時に人間を解放

し，宇宙と一体にする可能性をも持っているのである。陸と海が，それぞ

れ閉じ簡もる場と解放される場として対比されているのをみるには ］our-

neyが最適であろう。自分の家とは思えない家に閉じ龍もり，幸福だった

過去に閉じ籍もろうとする Maryは，他の家族達を救おうとせずただ苦

しめる。一方，海の中に溶け込んで何かに属することが出来たと語る Ed-

mundは，唯ひとり Tyrone家のつらい歴史を僅かでも変えるのではな
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いかと我々に思わせる。圧迫感や閉塞感，それらに伴う孤独や苦悩と結び

っく陸に対しも聞かれた広大な場所である海は，人間を解放し，幸福に

し得る。それ故，オニールの戯曲における海は，時には非常に恐ろしく威

圧的であっても，人間にとって陸よりは好ましい場所として描かれるので

ある。そして，これから論じる TheMoon of the Caribbeesにおける海

もやはり様々な表情を見せっつ，人間にいくらかの救いを示す海である。

司
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実生活上も劇作上も重要であり， また作品毎に複雑な姿を見せる海を，

オニールは Caribbeesの主人公とした。 BarrettH. Clarkへの手紙の中

で，彼が気に入っていたこの作品について，“Thespirit of the sea-a big 

thing ・－isin this latter play [Caribbees] the hero.，，と述べているのであ

る8）。確かに Caribbeesにおける海は他のどの戯曲で描かれる海よりも存

在感を持ち，戯曲全体を支配しているようである。従って Caribbeesを論

ずるにあたって最初に主人公たる海がどのように描かれているかをみる必

要があろう。

オニールの他の作品で、光と音が巧みに海を表現していたように， Carib-

beesでも光と音，すなわち月光と黒人の唄声が海を表している。沖に停泊

している S.S. G lencairnの甲板に劇の最初から最後まで静かに注がれる

月光は，実際には見えなくとも常に船の外に広がる静かな海と一致し，超

越した存在が変わらず登場人物達を見つめていることを示すのである。月

光は船を美しく照らすが，同時に舞台上に悲しみをもたらすものでもあ

る。 Ah,Wilderness fにおける月光の下で愛を語る美しい場面にも，必ず

訪れる人生の冬に向ける眼差しがあり， AMoon for the Misbegottenにお

ける月は，深い愛と同時に悲しみと死の予感を象徴している。美しい月光

と悲しみとの結び、っきは，月が夜の世界に属する以上必然的と言えるかも

しれない。 Hughieに表されているように夜は人聞が死すべき運命である

ことを思い出させる。月も同様にその運命を思い出させ，人間を悲しませ

るのである。
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船に沈黙がおりた時きこえる黒人の唄声は月光以上に微妙に海の姿を映

し出し，その声と登場人物達の話し声や唄，船の時鐘等がからみ合う様

は，まさに EgilTornqvistが評している通り作品を“ atapestry of 

sounds ”にしている9）。幕が上がって間もなく水夫達の話し芦に続いて届

く唄声は，“Amelancholy Negro chant, faint and far o百， drifts,croon-

ing, over the water.”（Plays, III, p. 455）と描写される。はっきりした

声ではなくかすかに漂ってくるためか，陸地で黒人が唄っているという事

実はほとんど忘れさられ，その唄は波の唄すなわち海の唄だと思えてなら

ない。そして唄声と月光つまり海との結びつきは， 戯曲の最後の“the

haunted, saddened voice of that brooding music, faint and far-off, like 

the mood of the moonlight made audible.”（Plays, III, p. 474）という

ト書きからも明らかである。唄声の調子は終始一貫して同じで，登場人物

が何をしようと海は影響を受けず変わらない存在である事を月光と同様示

している。

唄声に伴う月光と共通の悲しさは“ melancholy”，“ saddened ”等の形

容詞がはっきりと表すだけでなく，登場人物達の唄に対する反応からも推

察される。戯曲の冒頭で Driscollは唄について“ dothey call that keenin’ 

a song？” （Plays, III, p. 456）と言い， Smittyは，「陽気な気分にはさせ

ない唄だ、J と彼に応える。更に BigFrankはそれが葬儀の唄だと考える，

というように，黒人の唄が彼らの気をめいらせるものであることを示唆す

る。「悪い音楽ではない」と言うのはドンキーマンだけである。そして彼

も“ Soundskinder pretty to me-low an’mournful-same as listenin’ 

to the organ outside o' church of a Sunday.”（Plays, III, p. 466）とい

う台詞からわかるように，唄にこめられた憂愁を感じとっている。オニー

ノレは “a background of that beauty, sad because it is eternal, which is 

one of the revealing moods of the sea’s truth，”と， Clarkに書き送っ

た10）。確かに， Cari・bbeesには，月光と唄を用いて，永遠である故に美し

く，悲しみから逃れられない海が描かれているのである。

しかし海に悲しみが漂うからこそ， Caribbeesにおける海は，超越的存
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在であっても人間に対して敵意を抱いてはいないと我々に感じさせ，その

点で Thirstや Fog,Ileの海とは大きく異なる。 Thirstでは愚かな人間達

が死んだ時，“avast silence ”の中で太陽が“agreat angry eye of God ” 

のように照りつけている11）。 Fogの官頭には“A menacing silence, like 

the genius of the fog, broods over everything.”というト書きを見つけ

ることができる12）。他方 Ileにおいて，“ Ifeel as if the cold and the 

silence were crushing down on my brain." (Plays, III, p. 546）という

台詞が示す通り，海の静けさが Mrs.Keeneyを狂気へ追い込む要因とな

っている。これらの作品で海は沈黙によって人間に敵意を感じさせるのだ

が， Caribbees では威嚇するような沈黙が舞台上を完全に支配することは

ない。登場人物の話し声も騒ぎも飲みこむかのように何度か沈黙が船を包

みはするが，いずれの場合もすぐに唄声によって破られる。あたかも海が

人聞を威圧する力をふるうのを差し控えているようであり，人間の小さな

存在を悲しんでいるようでもある。 Caribbees の海は主人公として支配的

ではあっても登場人物を冷たく突き放しはしない。海を象徴する憂いのこ

もった唄声を受容し好ましく思うドンキーマンのような人物の存在をも許

すのである。

Caribbeesの海が今までみてきたように非常に美しく悲しげであるにし

ても，なぜ登場人物の誰よりも戯曲中のどんな出来事よりも強い印象を与

えるのだろうか。これは，登場人物達が海を変える程の重要な行動をとる

ことが出来ない存在である事と深く関っているのであろう。オニール自身

も Smittyを例にとり Inthe Zoneと比較しつつ， Caribbeesにおける取

るに足らない行動について Clarkへの手紙の中で説明している。すなわ

ち，“ Smittyin the stu百y,grease-paint atmosphere of In the Zone is 

magnified into a hero who attracts our sentimental sympathy.”と述べ

た後， Caribbeesでの Smittyについては，“hissilhouetted gestures of 

self-pity are reduced to their proper insignificance”と記しているので

ある13）。事実 Inthe Zoneの中心となる Smittyの物思いが， Caribbees 

では印象の薄いものになっている。彼だけでなく他の登場人物が何をして
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もどこか中途半端で，彼らの行動に海が反応をみせることはない。変わら

ない静かな海の大きさの前で，彼らは行動し難く立ちすくんでいるように

見える。

例えば Smitty は自分を憂欝にさせる思い出を語ろうともしなければ，

慰めに耳を傾ける事でそれを払いのけようともしない。戯曲の冒頭，黒人

の唄声をきいてため息をつく彼に， Cockyは慰めの言葉をかけるが，一言

の下にはねつけられてしまう。半ばすぎで， 「唄声は昔を思い出させるの

で、いやだ」と Smittyが言い出す時，相手をするのはドンキーマンであ

る。思い出を忘れる事はできる， と憂愁が消える可能性を示唆するドンキ

ーマンに， Smittyは軽蔑をみせるだけである。彼は自分の思いを仲間に

ぶつけて彼らの心を動かすこともないし，彼らの言葉で自らを変えること

もない。その上戯曲の最後で，物思いにふけることもできず酔いに逃げこ

むために船室に降りて行くのである。

思い出に耽るのは Cocky もドンキーマンも同様だが，彼らは Smitty

と異なりそれを仲間に語ろうとはする。けれども Cockyが始めた昔話は

仲間達に瑚笑され遮られ， ドンキ｝マンの言葉を Smitty は真剣に受け

とめない。話したい事を最後まで話すのは無理だと分かっているかのよう

に，ふたりともあきらめてしまう。そのため登場人物の現在の行動と同じ

く，過去の話も戯曲の中心とはなり得ないのである。 TheHairy Apeで，

第 1場の Paddyの思い出話が戯曲の最後まで影を落とすのとは全く対照

的と言えよう。

追憶だけでなく笑いも悪意も戯曲を支配するほど長続きはしない。酔っ

た水夫と女達の賑やかなダンスはすぐ喧嘩へと発展するし，誰かが示した

怒りは仲間に無視されたり忘れられたりする。 Smitty が酒場女に対する

嫌悪をみせるのは一瞬のみで，一方彼に無視された恨みをこめて Pearlが

彼の頬をたたいても， Smittyはこれを受容し，まともに応えないのであ

る。戯曲中最大の動きといえる喧嘩さえ，登場人物達が対立した末の必然

的な事件ではなく，単に酔った勢いで始まり一等航海士の登場によって唐

突に終わる。終わった時ひとり Paddyがナイフで刺され倒れているが，
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これにも必然性はなく，おまけに刺し傷はごく軽いもので，彼が気を失っ

たのは倒れた拍子に床に頭をぶつけたためである。このような事情のため

Paddyの怪我は些細なことになり，喧嘩の直後には何の変化もない海が

唄によって提示される。

取るに足らない行動しかとれないような人間の弱さを示す上で効果的な

のが，船乗りという職業を生かした登場人物達の多様な国籍である。様々

な出身の人聞から成る集団が最も効果的に用いられているのは勿論 The

Iceman Comethだが， Caribbeesはその先駆けと言えよう。 Icemanの登

場人物達は， JeanChothiaが指摘するように戯画的措かれ方ではあって

も14），各々の幻想の内容によって彼らの印象は我々に強く刻みこまれる。

それと共に様々な出身の人聞が一様に夢を語る姿は，幻想、を抱かずにはい

られない普遍的な人間像を示している。登場人物の与える印象に関して

Carib beesは Icemanに比べではるかに弱いが，多様な登場人物達が行動

し始めては中途半端なまま終わり，出身とは関係のない人間の小ささを見

せるのは確かである。そして集団劇としての別の効果は， Icemanと Car-

ibbeesのどちらの集団でも真の心の結び、っきはみられないことから生まれ

てくる。 Icemanの登場人物達は互いの幻想、を認め合った上でのみ友情を

抱くことができる。 Caribbeesには仲間意識があるが，真の心のふれあい

は感じられない。すなわちどちらの作品でも登場人物は集団を形成しつつ

孤独で，海を前にした人間のちっぽけな存在をますます痛感させる結果と

なる。

オニールの他の海洋劇には決して卑小なだけではない人間の行動が描か

れ，戯曲の中心は人間であって海ではない。 Wherethe Cross Is Madeで

は船長と息子の幻想、が舞台を支配し，部屋を深海に変えてしまう。登場人

物が何をしようと海は全く表情を変えない Caribbeesの対極にある作品と

言えるかも知れない。海が沈黙によって人間を威嚇する Fogに登場する

詩人は，自分なりの行動を貫き通し，その結果海が彼を救うことを決心し

たかのように超自然的な出来事によって救助される。彼の行動は海に影響

を及ぼしたと思える。 Fogと同様威圧的な沈黙が印象的な Thirstや Ile
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においても，人間は自らの存在を主張する。前者の最後で，いかだの上に

残されたダイヤの首飾りは，登場人物達の醜いが必死の行動を想起させ，

我々の胸には海の怒りより人間の姿の方が深く刻みこまれるのである。ま

た Ileにおける Mrs.Keeneyのオルガンを弾く姿は海をも圧倒し，直接

的には彼女を狂気に追いやった船長と共に戯曲の中心を成す。様々な海へ

の思いをみることができる AnnaChristieにおいても海は主人公ではな

い。 Annaにとっての再生の場所， Chrisにとっての魔物， MatBurkeに

とっての真の男が居る所というそれぞれの価値観が賦与される存在であっ

て，背景なのである。そして戯曲は三人三様の海に対する思いのぶつけ合

いという様相を呈している。原型である戯曲が“ TheOle Davil”，つま

りまさに「海』という題であったのに，この作品は人名を題にしているの

も当然と感じられる。

Carib beesと同じシリーズ中の作品でありながら， BoundEast for Car-

di ffには，威厳があると形容したい程の死んでいく Yankの姿が描かれて

いる。 Yankは，親友の Driscollにそれまで打ち明けたことのない陸の生

活へのあこがれ，神の裁きへの恐怖，死への恐怖を語る。彼はおそらく心

にかかることを全て話すことによって，それなりに人生を生き抜き，死と

向かいあうことができたのであろう。 PaulD. Voelkerが論じているよう

に， Yankが死の英雄的受容へと向かう様子は，死ぬという言葉をはっき

りと言うまでの過程によく表されている15）。最初にその言葉を言おうとし

fこ時，彼は“ asif frightened by the words he is about to say.”という

ためらいを見せて口にすることができず，その直後「死ぬんだ、」と口走る

のは恐怖のあまりである （Plays,III, p. 482）。そしてついに“I’m go in’ 

to-(He hesitates for a second-then resolutely) I’m go in’to die, that’s 

what, and the sooner the better ！” （Plays, III, pp. 485-86）と言う。僅

かな変化だが，ここに我々は人間の強さを感じ，更に Yankが死ぬとそれ

まで船をおおっていた霧が晴れることから，人間の行動が海に変化をもた

らし得ることを知らされる。

例に挙げた以上の海洋劇と異なり， Caribbeesの中に，戯曲の中心とな
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って，海を変化させ登場人物の状況や内面を変える劇的行動を見つけるこ

とは出来ない。そのため筋らしい筋もなくなり，描かれているのは，何を

しようとおそらく変わることのない静的な人間の状態であり雰囲気であ

る。その点で，戯曲の目的を“tomake in the spectator’s mind a total, 

complex impression of a basic, and static, situation.，，とする不条理演劇

と共通する性質を Caribbeesは備えている10）。従ってこの作品がオニ｝ル

にとって初めて伝統を打破したものだという彼の自負は，彼が思いもよら

なかったであろう意味でながら，まさに真実をついていると考えられよ

う1i）。そして戯曲の中心的存在である海は，人間よりはるかに大きなもの

であると同時に，人間の心の状態を示すものと言える。 Caribbeesに描か

れているのは，様々な人間の姿にふれつつも変わることのない，孤独な，

だが月光と唄によって複雑で微妙な表情を示す海である。この海の姿によ

って，我々は，何を試みようとおそらく変わり得ないが，内面には様々な

経験に対する複雑な感情が満ちている孤独な人間の心の雰囲気を理解する

ことができる。すなわち，人間の個々の行動でなく海に関心を向けること

で，そこに超越的存在とともに，“ thebasic mood in which he [the in-

dividual] faces the world ”の象徴をみるのである18）。

Caribbeesに描かれている登場人物達の状況や内面の変わらなさを考え

ると，類似が指摘される Hughieを含めた後期作品を想起しないではいら

れない。後期の傑作においても，いかなる行動も影響を与えにくい人間の

状態の変わりょうのなさが重要な要素となっている。友情の成立という変

化が提示される Hughieの中で， Erieとフロント係 Charlieとの関係は

Hughie と Erieの聞のものと全く同じである。その観点から考えると，

Hughie の中心は，死によって相手が変わっても本質的には変わることの

ない人間関係であるとも思える。 TheIceman Comethの最後は，冒頭と

同様幻想、に頼る酒場の住人達を映し出し，戯曲の始まった時の状態がほと

んどそのまま最後まで続く LongDay’s journey into Nightで，我々は，

その状態に至るまでの過去が明らかにされ，登場人物の内面がさらけ出さ

れる経過をみつめる。変わらない状態というこれらの作品との共通点を持
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っ Caribbeesについて，オニールの最終的な到達点の最初のしるしであ

り，ここにおいて手に入れた劇作上の秘密を後期において彼は再発見する

という TravisBogardの賛辞は正当だと言えるかもしれない19）。

但し，変化らしい変化は全く起こらないまさに静的な Caribbeesに対

して，後期の 3作品では明らかな変化やその可能性も提示されている。

Hughieのもつ魅力のひとつは，登場人物達が親交をとり結ぶことによっ

て間違いなく変化した状態が，より大きな視点からは全く変わっていない

かも知れないという点からくると感じられる。一見明るい結末とその裏の

冷たい現実の対比は我々の心に登場人物に対する憐慨を呼び起こすのであ

る。 Icemanの Hickeyによる行動は DonParrittの死を導き， Larryを

大きく変えてしまう。 Hickeyのもたらす影響，特に Larryの変化が強調

されるのは，他の登場人物が変わることを拒否するからであろう。仲間の

生き方を変え幸福にしてやろうとする Hickeyの必死の行動が，彼らの拒

否によって全て無となる。しかも彼らは拒否するしかなく， Hickeyもそ

れを望んだ。このような人生の残酷さを，満ち足りた変わらない登場人物

達じ対照的に苦悩する変化した Larryの中に見ることができる。状況

の不可変性は Journeyにおいて最も顕著である。 しかし，他の 2作品で

は，戯曲中で変わらないことはおそらく半永久的にそのままであると思わ

せるが， Journeyの状況はこれから先変わる可能性を含んでいる。既に触

れた海での経験を語る Edmundの持つ可能’性で、ある。解放感を体験して

いる彼は，家族について理解し， Tyrone家の歴史に何らかの解放を与え

得るかもしれない。 Edmund自身結核にかかっているだけに，この希望は

ごくかすかだが，それがある故に journeyはいっそう我々を引きつける作

品になっている O 以上みてきたことからわかるように，後期の 3戯曲に

は， Caribbeesにはない変化と変わらなさの対比があり，優れた効果をあ

げているのである。

逆に言えば，ただ静的な状態を描いていることは Caribbeesの欠点とも

みなされる。戯曲全体に漂う静けさは確かに大きな魅力だが，変化との対

比がないために，変わりょうのない状態が生み出す筈の絶望が感じられな
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いのではないだろうか。また登場人物の中に，後期の戯曲にみられる程の

深い絶望感を発見する事は難しい。 Smittyは“ We’repoor little lambs 

who have lost our way, eh, Donk? Damned from here to eternity, 

what ？” （Plays, III, p. 467）と言うが， ドンキーマンの知恵に彼が気づか

ない点を考えると，深い哲学を持っているとは思えない。全てを受容する

ドンキーマンの知恵も，同様に絶望を経た末身につけたものではないよう

である。 Clarkは Caribbeesを高く評価しつつ，何かが欠けており，言葉

はどこか薄っぺらで，その結果あまりに多くを演出家に依存する作品にな

っていると論じた20）。彼の批評は，本来あっていい厭世観や絶望が Carib-

beesに描かれていない事と関係があるように感じられる。人生の暗い面が

十分に強調されていないため，センチメンタルな戯曲だと思われる可能性

も小さくない。シリーズの官頭に上演されることの多い Caribbeesが感傷

的な作品として演出されると， R.Dilworth Rustが記しているように

S.S. Glencairn全体のムードを決定する劇であるだけに，上演の失敗に

結び、っきかねない21)。1948年の上演が，非常に失望させるもので学問的関

心の対象でしかないとまで評されたのもこの点と関るのかもしれない22）。

更に Caribbees の弱さはシリーズ中の 1篇であることに起因していよ

う。 S.S.Glencairnは，構成する 4戯曲全てが揃ってはじめて乗組員達

の人生が把握できるという印象を与える。そのため Caribbeesのみをみる

と物足りない面も少なからずある。第一に，先に言及した登場人物の個性

の弱さが挙げられる O Smitty とドンキーマンは勿論他の登場人物と区別

されているし， Driscollがリーダー格である事もわかるが，彼ら以外の船

乗り達の性格は明らかではない。例えば， Inthe Zoneで最初に Smitty

に疑いの目を向けるのは Davisだが， Caribbeesに登場する彼に懐疑的な

傾向は見当たらないのである。また船員生活においては身近な筈の死の存

在もここでは影が薄い。 Yankの事故死によって死が唐突に訪れる事を示

す BoundEαst for Cardi万は言うまでもなく， Inthe Zoneでも TheLong 

Voyage Homeでも劇中の出来事と死とは切り離せない関係にある。前者

にはいつ攻撃を受けるかわからないという死への恐怖が根底にあるからこ
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そ， Smitty との聞に他の水夫らが感じていた隔絶感は強い敵意に変わっ

たのであろう。そして Voyageの最後で連れ去られる Olsonの眠りは，

乗組員が死ぬに違いない航海を前にしていることから，死の眠りとみなさ

れる。これらの 3作品に対して， Caribbeesに死の存在を感じるのは，既

に述べた唄声に対する感想、を語る際と， ドンキーマンが酒について話す時

ぐらいである。“ Can’thold up under drink no more. Doctor told me 

I'd got to stop or die. (He spits contentedly) So I stops.”（Plays, III, 

p. 467）と彼が言う時，一瞬死が浮かびあがり忽ち消える。唄声と常に注が

れる月光に死の存在を感じることは可能だが，弱いものである。海と陸の

相克の描写も，他の 3戯曲に譲ったと言えよう。 Caribbeesでドンキーマ

ンが Smittyに“Whatever set you goin’to sea ? You ain’t made for 

it.”（Plays, III, p. 467）と問うと，酒のせいだという答えが返ってくるの

みで，詳しい事情は Inthe Zoneで明らかにされる。他の乗組員は， Carib-

beesで，海へと彼らを導いたものについても陸に残してきたものについて

も語らない。陸の生活への願いは Cardiffの Yankが打ち明け， Voyage

においてより具体的に Olsonによって語られ，実現不可能な夢であるこ

とがより残酷な形で描かれる。以上に論じた点が Caribbeesの弱点である

が，それらが表裏一体で戯曲の魅力をっくり出していることもつけ加える

べきであろう。登場人物達の個性の弱さは，圧倒的な海の大きさを前にし

た人間の小ささと結び、つく。死の存在や船乗り遠の陸への思いがかすかに

感じられる所に，作品に描かれた世界の奥深さがあるのである。

何度か書いてきたように Caribbeesでは海が中心となっている。人間よ

りはるかに大きな存在として海を描写した故に登場人物の行動が印象の薄

いものになったのか，それとも状況や内面を変えない人間の行動が書きた

くてその結果変わらない海をっくり出したのか，どちらなのかは不明であ

る。しかしオニールと海との関係を考えると，前者である可能性が高いよ

うに思える。実生活においても劇作においても重要な意味を持つ海を一度

は戯曲の主人公としたい，とオニールが考えたとしても自然であろう。超

越的な海が主人公として戯曲を支配する作品を構想し，その中で登場人物
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達の行動は劇的行動とは程遠いものとなり， Caribbeesは人間の状態や心

の雰囲気を提示する 1篇となった。そしてその状態や雰囲気を象徴するの

が，月光と唄声によって表現される静かで悲しい，だがオニール劇の海が

しばしばそうであるように人間に救いを与え得る海である。まさに海は

Carib beesの中心となっている。また，変わらない状態を描いている点で，

この短い戯曲はオニールの後期の作品や不条理演劇を思い出させる。すな

わち海の支配は Caribbeesを美しい作品にしただけでなく，オニールの傑

作に近づけ非常に興味深いものとしているのである。
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